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ガ
ー
ナ
人
男
性
が
強
制
送
還
の
際
に
急
死
し
た
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
〇
年
、
我
が
国
で
の
在
留
期
限
が
切
れ
、
成
田
空
港
か
ら
強
制
送
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ガ
ー
ナ
人
男
性
が
、
送

還
さ
れ
る
際
に
急
死
し
た
件
に
つ
き
、
同
男
性
の
妻
が
、
男
性
が
急
死
し
た
の
は
東
京
入
国
管
理
局
の
職
員
に
よ
る
過
剰
な
制

圧
行
為
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
、
国
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
た
訴
訟
の
判
決
が
、
本
年
三
月
十
九
日
な
さ
れ
た
。
東
京
地
裁

の
小
林
久
起
裁
判
長
は
、
入
管
職
員
の
違
法
な
制
圧
行
為
に
よ
り
、
同
男
性
が
窒
息
死
し
た
こ
と
を
認
定
し
、
国
に
約
五
百
万

円
の
支
払
い
を
命
じ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

今
回
の
判
決
に
対
す
る
政
府
、
特
に
法
務
省
の
見
解
如
何
。

二

本
年
三
月
十
九
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
の
記
事
に
は
、
ガ
ー
ナ
人
男
性
が
猿
ぐ
つ
わ
を
さ
れ
る
よ
う
に
口
を
ふ
さ
が
れ
、
両

手
首
を
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
に
固
定
さ
れ
て
い
る
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
東
京
入
国
管
理
局
と
し
て
、
同
男
性
に

こ
れ
ほ
ど
厳
重
な
制
圧
を
科
す
こ
と
の
合
理
的
な
理
由
は
あ
っ
た
の
か
。
政
府
、
法
務
省
の
説
明
を
求
め
る
。

三

ガ
ー
ナ
人
男
性
に
対
し
て
過
剰
な
制
圧
行
為
を
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
当
時
の

法
務
省
入
管
局
長
並
び
に
東
京
入
管
局
長
の
氏
名
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

政
府
、
特
に
法
務
省
と
し
て
、
今
回
の
判
決
に
あ
る
よ
う
に
、
ガ
ー
ナ
人
男
性
の
死
因
は
東
京
入
国
管
理
局
職
員
に
よ
る

一



過
剰
な
制
圧
行
為
に
よ
る
窒
息
死
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
賠
償
に
応
じ
る
考
え
は
あ
る
か
。

五

今
回
の
ガ
ー
ナ
人
男
性
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、
在
留
期
限
が
切
れ
た
外
国
人
を
本
国
に
送
還
す
る
際
、
過
剰
な
制
圧
行
為

が
科
さ
れ
、
死
亡
者
が
出
た
ケ
ー
ス
は
過
去
に
あ
る
か
。

六

我
が
国
へ
の
違
法
な
在
留
は
き
び
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
の
ガ
ー
ナ
人
男
性
の
ケ
ー
ス
の
よ
う

な
、
過
剰
な
制
圧
行
為
が
科
さ
れ
、
死
亡
者
が
出
る
事
態
は
避
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
政
府
、
特
に
法
務

省
と
し
て
、
今
回
の
ケ
ー
ス
を
機
に
、
入
管
行
政
の
実
態
を
徹
底
調
査
し
、
改
善
策
を
講
ず
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。
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